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そ
こ

で

本
発
表
で

は
、

気
吹
舎
と

そ
の

門
人

（

常
世
以
外）

が
ど

の

よ

う
に

堀
を
評
価
し

て

い

た

か

を
出
発
点
と

し
た

。

気
吹
舎
日
記
中
の

安
政

四

年
六
月
条
に
は
、

堀
が
水
戸
藩
へ

取
立
て

ら

れ
る

際
に
平
田

銕
胤
が

仲

介
し
て

い

た

こ

と

が
記
さ
れ、

そ
の

子
延
胤
は

「

堀
は

篤
学
謹

行
之
学
」

と

評
価
し
た

う
え
で

こ

の

こ

ろ

す
で

に

講
説
の

力
量
も
高
く
評

価
さ
れ
て

い

る

と

し
て

い

る
。

ま
た
安
政
五

年
以

降
と

考
え
ら

れ
る
書
簡
に

は
、

門

人
何
某
が
堀
の

著
作
で

あ
る

『

醜
の

御
楯
』

を

読
み
、

堀
に

興

味
を
持
ち

問
い

合
わ
せ

て

い

る
。

ま
た

『

醜
の

御
楯
』

は

気
吹
舎
門
人
が

待
ち
望
ん

で

い

た
「

武
学

本
論
」

に
先
ん

じ

て

著
さ
れ

た

書
と
映
っ

た
よ

う
で

あ
る

。

　

次
に

堀
の

古

典
解
釈
に
つ

い

て
「

古
伝
顕
幽
考

大
綱
』

か

ら

分
析
し
た

。

彼
は
「

古
伝
」

に

は
「

三
段
ノ

御
依
」

と

「

十
段
ノ

顕
幽
」

が

あ
り

、

そ

れ
は
「

経
」

と
「

緯
」

で

あ
る

と
し
た

。

そ
し
て

こ

の

「

顕
幽
」

の

世

界

観
の

中
で

、

万

物
起
原
を

「

根
国
」

（
地
中）

に

求
め
る

説
を
と
る

。

こ

の

こ

と
は

後
の

宣

教
使
に

お
い

て

教
義
確
立
の

際
に

問

題
と

な
る

。

『

泉
國

所

在
説
略
附

紙
答
』

（
國
學
院
大

學
所
蔵

、

明
治
三

年）

に

は

当
時
宣

教

使
で

あ
っ

た

堀
と

伊
能

穎
則
の

問

答
が

記
さ
れ
て

い

る
。

そ
こ

に

は
ヨ

ミ

は
地

中
で

あ
る

事
を
主

張
す
る

堀
と

、

月
で

あ
る
こ

と
を
主
張

す
る

伊

能

の

対
立
が

記
さ
れ

て

い

る
。

そ
れ
と
同

時
に、

古
典
解
釈
（
神

道
思
想）

か
ら

国
民
を

教
化
し

な

け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い

う
共
通
の

理
念
も

見
出
さ

れ
る

。

　

堀
を

あ
る

種
の

教
育
者
と
し

て

着
目
し

た
研
究
に

岡
田

哲
「

幕
末
の

神

道
講
釈
師
堀
秀
成
」

が

あ
る

。

こ

の

研

究
を
も
と
に

嘉
永
期
の

『

満
奈
肥

廼
則
』

か

ら

分
析
し

た
。

こ

れ

は

富
樫
広
蔭
の

私
塾
言

幸
舎
の

「

学
則
」

を

模
倣
し

た

と

さ
れ

る

が
、

そ

の

附
録
に

は
堀
自
身
の

経
験
か
ら

作
成
し

た

学
問
階

梯
が
示
さ
れ
、

同
学
後
学
の

者
へ

の

道
標
と

し

て

い

る
。

ま
た、

安
政
四

年
『

醜
の

御

楯
』

は、

水
戸
斉
昭
へ

提
出
し
た

武
士
の

心
得
を
書

い

た

も
の

で

あ
る

が
、

そ
の

内
容
に

は
武
士
の

み

な
ら

ず
庶
民
に

い

た

る

ま
で

学
問

を
修
め

る

必

要
を

説
く

。

そ
し

て

明
治
期
の

建

白
書
で

は
、

「

巡
教
諭
使
」

と
い

う
大
宝
元

年
の

明
法
博
士
を

典
拠
と

す
る

使
節
を

設

け、

都
鄙
に
拘
ら

ず
「

御
一

新
」

の

趣
旨
を
理

解
さ
せ

る
べ

き
と

し
た

。

　

以
上
、

堀
秀
成
の

思

想
と

行
動
に
関
し
て、

平
田

派
国
学
者
の

視
点
を

出
発
点
と

し
て

概

観
し
て

き
た

が
、

常
世
の

言

説
以
上
の

も
の

が
示
せ

た

よ

う
に

思
わ
れ
る

。

特
に

講
義
に

関
し
て

「

上

手
」

で

あ
っ

た

の

は、

長

年
に
わ

た
り
講
義
を

継
続
し

て

き
た
か
ら
で

あ

り
、

そ
の

結
果

水
戸
藩
士

の

目
に

と
ま
る

こ

と
と

な
っ

た

と

考
え
る
べ

き
で

あ
ろ

う
。

ま
た、

明
治

二

年
の

建
白
や

宣

教
使
期
の

言
説
は

、

こ

れ
ま
で

平
田

派
の

独
断、

も
し

く
は

平
田
派
と

津
和
野
派
の

対
立
と
し
て

捉
え
ら
れ
が

ち
で

あ
っ

た
明
治

維
新
政
府
に
よ
る

神
祗
・

宗
教
政

策
に

関

す
る

研
究
に

新
た

な

示
唆
を
与

え
て

く
れ
る
も
の

と
思
わ
れ

る
。

宮
地
神
道
と
は

何
で

あ
っ

た

の

か

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

黒
田

　
宗
篤

　
宮
道
東
夫
の

『

玄
学
の

ガ

イ
ド

ラ

イ
ン
』

シ

リ

ー

ズ

（
玉

廼

舎
塾）

が

出
版
さ
れ
て

以
来
、

従
来
の

「

宮
地

神
道
」

や

「

宮
地

神
仙
道
」

と

い

っ

た

概
念
は、

再
検
討
を

要
す
る
も
の

と
な
っ

た
。

こ

れ

ら
の

概
念
は、

友

清
歓

真、

清
水
宗
徳
等
と
い

っ

た

新

興
宗
教
団

体
の

組
織
者
が

、

高
知

県

潮
江
天
満
宮
の

神
主

職
（

宮
司
）

世

襲
家
の

当
主
で

あ
っ

た

宮
地
常
磐、

再
来
（
ヨ

リ
キ
）

父

子
と

高
知
城
内
八

幡

宮
社

家
の

当
主
・

宮
地

嚴
夫
の

三

氏
の

数
あ
る

著
作
の

中
か
ら
特
に

玄
学

研
究
に

注
目

し
て
、

彼
ら
独
自

の

解
釈
を
付
し
た

も
の

に
由
来
す
る

も
の

で

あ

り
、

実
際
の

三

氏
の

思
想
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や
活

動
を

正

確
に

反
映

す
る

も
の

で

は

な
い

と
の

結
論
が

出
さ
れ

て

い

る
。

本
報
告
で

は
、

宮
道
の

論
考
を

踏
ま
え
て
、

最
低
限
史
実
と
し
て

確

認
で

き
る

宮
地
三

氏
の

実
績
に

つ

い

て
、

彼
ら

の

学
術
面
に

注
目
し
て

検

討
を

行
う
こ

と
に

す
る
。

　

宮
地

常
磐
は
、

幕
末
ま
で

の

期
間
に

家
学、

吉
田

神
道

、

鹿
持
雅
澄
の

国
学

、

平
田

国
学、

伯

家
神
道
を

学
ん

だ
。

彼
は

幾
つ

か

の

著
作
を
残
し

た

が
、

翻
刻
を

含
め

て

現

存
が

確
認
で

き
た

も
の

は
、

『

万

葉
集
品
物
図

絵
』

、

『

石
鎚
神
社

考
』

、

「

家

訓
」

一

軸
、

『

潮

江
村
誌
」

（
昭

和
四

年）

に

一

部
引

用
さ
れ

て

い

る

地

誌
に

相
当

す
る

も
の

及
び

聞
書
の

『

異
境
物

語
』

の

み
で

あ
っ

た
。

一

通

り
学
問
を

終
え
た

常
磐
は

、

『

石
鎚
神
社
考
』

（
明
治
二

年）

を

著
し

、

そ
の

中
で

仏
教
排

斥
論
を
唱
え
つ

つ
、

鹿
持
雅

澄、

本

居
宣

長
の

系
譜
に

属

す
る
国

学
研
究
を

行
っ

て

い

る
。

よ

っ

て

学

者
と
し

て

の

常
磐
は
、

「

国
学
者
」

と

し
て

位
置
づ

け
る
べ

き
人

物
で

あ

っ

た

こ

と
が

明
ら
か
と

な
っ

た
。

　

宮
地
再
来
は

、

家
学、

吉
田
神
道、

文
学

、

漢
文

、

書
道、

歴
史、

易

暦、

医
学
を

学
び、

文
学

、

神
道

、

玄

学
、

儒
教、

仏
教、

医
学、

天
文

、

地

理、

暦、

鉱
山、

昆
虫、

植
物
等
を

専
門
分
野
と
し
た

。

　

彼
は
、

生
涯
で

二

百
五

十
種、

約
五
百

冊
の

著
作
を
成
し
た
と

さ
れ
て

い

る

が
、

そ
の

大
部
分
は

焼
失
し、

全
容
は

不
詳
で

あ
る

。

た
だ

し、

宮

地

竹
峰
（
『

土

佐
史
談
』

第
七
五

号、

四

ニ

ー
四

三

頁）

及
び

藤

原
茉
有

（
『

宮
地

神
道
大
系
』

第
一

巻、

五

二

ニ

ー
五
二

五

頁）

が
作
成
し
た
慶
応

三

年
か

ら
明
治
二

十
二

年
ま
で

の

著
作
リ
ス

ト
が

存

在
し
て

い

る

の

で
、

そ
の

期
間
だ

け
は

書
目
か

ら

研
究
動
向
を
把
握
で

き
る

。

　

百
科
の

才
と
い

わ

れ

た

再
来
は
、

基
本
的
に

複
数
の

専
門
分
野
を
学
際

的
に

幅
広
く
研
究
し
て

い

る
。

著
名
な
玄
学
研

究
は、

平
田

篤
胤
が
自
得

を

求
め

た

秘
訣
の

解
明
が
主
で

あ

り、

そ
れ

は

主
に

明
治
十

年
か
ら

の

十

年
間
の

間
に

集
中
し
て

い

る
。

明
治
十
年
代
後
半
か

ら

は
、

本
居
宣
長
の

『

古
事
記
伝
』

、

平
田

篤
胤
の

『

古
史
伝
』

、

鈴
木
重
胤
の

『

日

本
書
紀
伝
』

に

つ

ぐ、

『

古
語
拾
遺
伝
』

六

十
一

冊
の

執

筆
を

開
始
し

国
学
者
と

し
て

の

大
成
を
図
っ

た
。

そ
の

後、

貝
原
益

軒
の

『

続
和
漢
名
数
』

の

続
編
の

執

筆
を

手
が

け
て

博
物
学、

物

産
学、

名
物
学
の

分
野
に

ま
で

研
究
範
囲

を

拡
大
し
た

。

よ
っ

て
、

再
来
の

場
合

、

玄
学
者

、

国
学
者
と
い

っ

た

範

疇
で

お

さ
ま
る

よ

う
な
学
者
で

は
な
い

こ

と
は

明
ら

か

で

あ
る

。

　
宮
地

嚴
夫
は

、

在
世
時
に

あ
っ

て

自
他
共
に

認
め

る

平
田

篤
胤
の

後
継

者
で

あ
っ

た
。

彼
は、

当
時
「

迂
遠

論
」

と

化
し
て

い

た

平
田
国
学
に

社

会

進
化
論
を

導
入
す
る

こ

と

で

再
活
用
を

試
み

た
。

そ

れ

は
、

平
田
国
学

の

研
究
手
法
及
び
主
精
神
を
残
し
つ

つ

、

世
界
各
国
の

人

々

が

将
来
に

わ

た
っ

て

受
容
可
能
な
神
道
説
を

樹
立

す
る

と
い

う
も
の

で

あ
る

。

彼
は

、

自
身
の

計
画
に

基
づ

き
百
数
十
に

の

ぼ

る

講
演

録
を

残
し

、

そ
れ

に

生

涯

を

捧
げ
た

。

無
論、

宮
地
嚴
夫
の

活
動
は

、

こ

の

他
に

も
教

育
、

文
化

、

芸

術
、

時
事
評
論、

歴
史
研
究
な
ど

多
岐
に

わ
た
っ

て

お

り、

玄

学
者

、

国

学
者
の

範
畴
で

捉
え
る
の

は

誤
り
で

あ
る

。

　
結
論
と

し
て
、

三

者
が

三

様
の

活
動
を

行
っ

て

お

り、

彼
ら
の

活

動

は
、

「

神
道
」 、
「

神
仙
道
」

に

限

定
さ

れ

る
も
の

で

は
な
い

。

寧
ろ、

多

様
で

あ
っ

た
と

い

う
べ

き
で

あ
ろ

う
。

三

者
が

共
通
し
て

終
始
一

環
主

張

し
て

い

た

の

は
、

敬
神

、

愛
国、

尊
王

及
び
忠

孝
で

あ
っ

た
。

　
以
上
の

調
査
結
果

に
よ

り、

宮
道
説
に

は

妥
当
性
が

あ
り、

従

来
の

「

宮
地

神
道
」

及
び

「

宮
地

神
仙

道
」

と
い

っ

た
概

念
で

宮
地
三

氏
を

評

価

す
る

の

で

あ
れ
ば、

三

氏
の

正

確
な

実
態
を

反
映
し
た

事
に

は

な

り
え

な
い

。

よ
っ

て
、

定
義
の

修
正
が
必

要
で

あ
る

と

結
論

す
る

。
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